
（参考１） 
 

オリエンテーションカット 
（平地又は緩傾斜地の胸高直径20 センチメートル以上の立木向け） 

 
オリエンテーションカットは、胸高直径20 センチメートル以上の伐倒作業の安

全性を向上させるため、以下の手順により、伐倒方向づけ（オリエンテーション）
を確実にすることを目的とした技術である。しかし、急峻な斜面では危険性が高く
なることに留意する必要がある。また、胸高直径40 センチメートル以上の立木、
斜面部の立木、広葉樹等は、裂け、芯抜けにより伐倒方向が変化しやすいので、芯
切りや、追いづる切りで伐倒すること。 

 
１ 水平面より30 度から45 度の角度で、受け口の斜め切りを行う。 
２ 伐根直径の1/4 以上の深さで受け口の下切りを行う。このとき、下切りの終

わりの部分と斜め切りの終わりの部分を一致させること。 
３ 受け口の斜め切りと下切りが作る直線の垂直方向が伐倒方向となるので、折

尺等により伐倒方向を確認する。想定している伐倒方向と差異がある場合は、
斜め切り、下切りにより微調整を行い、伐倒方向を適正なものとすること。 

４ 伐倒方向をより正確にするため、幹両側の側面を受け口の下切りよりやや低
いところまで切り取る。ただし、空洞木、腐朽木は、突然の倒木や追い切り中
の割れなどの原因となるので、切り取らないこと。 

５ 切り取った側面に木材チョーク等によりつる幅と高さの目印をつける。 
６ 追い口を、受け口の高さの下から2/3 程度の高さで水平に切る。このとき、

つる幅が伐根直径の1/10 程度となるようにし、切り込みすぎないこと。 
７ 追い口を切り進んだところで、必要に応じてのこ道の確保のためのくさびを

打ち込む。その後、追い口切りとくさびの打ち込みを状況に応じて交互に行う。 
８ 追い口を切り、つるを残したところで、伐倒のためのくさびを打ち込み、伐

倒する。 
 



（参考２） 

 

オープンフェイスノッチカット 

（胸高直径20 センチメートル未満の立木に限る） 

 

オープンフェイスノッチカットは、胸高直径20 センチメートル未満の立木の伐倒

時に人が押すことにより倒木方向を適切なものとすることを目的とした技術であり、

かかり木や木の跳ね上がりの可能性が低いことが特徴であること。オープンフェイス

ノッチカットによる伐倒の手順は以下の通りであること。（下図参照） 

 

１ 伐倒着手前に、伐倒者の頭の高さ程度まで枝払いを行う。 

２ 伐根直径の1/4 以上の深さを下回らないよう受け口を切る。このとき、受け

口の角度は70 度から90 度が望ましいこと。 

３ 受け口切り高と同じ高さで追い口を切る。 

４ つる幅を伐根直径の1/10 程度とする。 

５ 追い口を切り終えたら、木を手で受け口の方向に押し倒す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 オープンフェイスノッチカットの概要 


